文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ２　山下哲郎、田村雅紀、西川豊宏、久田嘉章（建築学部）
著書

1. Kashima, T., Y. Hisada: "Chapter 14: S2HM Practice and Lessons Learned from the 2011 Tohoku Earthquake in Japan", Seismic Structural Health Monitoring: From Theory to Successful Applications, Springer (ed. M.P. Limongelli, and M. Celebi), 2019.

査読付き論文

1. 渡辺俊也, 山下哲郎, 下部構造と支承部の非線形復元力特性を考慮した鉄骨置屋根構造の地震応答解析, 日本建築学会構造系論文集, Vol.85 No.768 pp.209-218, 2020年2月
2. 中西真子, 久田嘉章, 山下哲郎, 既存超高層建築のリスク評価手法を用いた制振補強による費用対効果に関する研究, 日本地震工学会論文集, 19 5 pp.5_440-5_462, 2019年9月
3. 山下哲郎, 和田直記, 大スパンの鉄骨置屋根を支持するスライド支承の摺動安定性に関する研究, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.763 pp.1251-1258, 2019年9月
4. 荒井雄大, 山下哲郎, 主架構の振動特性を考慮した大スパン片持ち屋根の地震応答に関する研究, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.762 pp.1073-1080, 2019年8月
5. 伊藤賢治, 山下哲郎, 渡辺俊也, 置屋根支承部の繰返しせん断加力実験と耐力評価, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.759 pp.649-657, 2019年5月
6. 金巻とも子，田村雅紀，平井潤子，災害時におけるペット飼育者の居住形態の調査およびペットとの共棲住環境の分析　 −福島県と熊本県の応急仮設住宅を事例として，日本建築学会技術報告集，第 25 巻，第 60 号，1013-1018，2019. 6
7. 久田嘉章, 田中信也, 金田惇平, 寺本彩乃, 中村 航, 村上正浩, 鱒沢 曜, 境 茂樹, 仲野健一, 森 清隆, 木本幸一郎：2016年熊本地震の地表地震断層の近傍における建物の被害調査と活断層対策、日本地震工学会論文集, 第20巻, 2号, pp.90-132, 2020.
8. 田中信也，金田惇平，中村航，久田嘉章：2016年熊本地震におけるKiK-net益城と益城町下陳の地震動と建物被害の違いの原因について、日本地震工学会論文集, 19巻, 5号, pp.59-76, 2019.
国際学会論文（査読付も含む）

1. K. Ito, T. Yamashita and S. Watanabe, Inelastic shear strength and deformation of conventional steel roof bearings, 12th Pacific structural steel conference PSSC'19 (8 page paper in USB), 2019年11月
2. S. Ishiguro and T. Yamashita, Dynamic experiment of integrated ceiling system used in large span office buildings, FORM and FORCE, IASS Symposium 2019, 60th Anniversary Symposium of the International Association for Shell and Spatial Structures, pp.1358-1365, 2019年10月
3. Erika Futami, Masaki Tamura, STUDY ON IMPROVING RESIDENCE AND DURABILITY OF CONCRETE BLOCK CONSTRUCTION IN SOUTH EAST ASIA BY USING PALM OIL WASTE FIBER,18th international symposium on advanced technology (ISAT-18),Taiwan,2019.11

4. Masaru Oyama, Masaki Tamura, Experiment on a Mass Change and Shirinkage of Concrete due to Carbonation,18th international symposium on advanced technology (ISAT-18),Taiwan,2019.11

5. Misako Hanza, Masaki Tamura,Study on Collapse Prevention Construction of Wooden Lath and Plaster of Ceiling Boards,18th international symposium on advanced technology (ISAT-18),Taiwan,2019.11

6. Tomoko Kannemaki, Masaki Tamura, Practical functional performance of interior finishing wall using plastering material18th international symposium on advanced technology (ISAT-18),Taiwan,2019.11

7. Guanhan Jiang, MasakiTamura, Osamu Goto andNaohiro Kobayashi,Study on Collapse Prevention Construction of Wooden Lath and Plaster of Ceiling Boards,18th international symposium on advanced technology (ISAT-18),Taiwan,2019.11

8. Atsuya　AKASAKA, Toyohiro　NISHIKAWA, Study of unit of design water supply amount and potential evaluation of rainwater utilization in middle-scale office building, CIB W062 Symposium2019
9. Hisada, Y., S. Tanaka: WHAT IS FLING STEP? – ITS PHYSICS, THEORY, AND STRONG GROUND MOTION SIMULATION NEAR SURFACE FAULT RUPTURE –, 17th World Conf. Earthq. Engng., 2020 (in print).
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 田村雅紀，建材への道のり，第9回コンクリート編，建材試験情報 Vol.55,pp.38-40, 2020.3

2. 田村雅紀，材料特性を知って持続可能な使い方，建築知識，p.73,N0.7832020.2

3. 田村雅紀ほか，観光資源としての伝統的建造物の茅葺屋根を火災から守て，非ニュートン流体の「高粘度液体」で延焼防止，燃焼抑制，コンバーテックVol.562, No.48, 2020.1

4. 田村雅紀，無機有機融合体の技術力を幅広いインフラ維持保全に活かすために，pp.8-13, 2020年1月号，建材フォーラム，2020.1

5. 佐藤みのり、田村雅紀,漆喰仕上げ部の塗重ねによる長期耐用に向けた力学特性及び吸水特性への影響，国重要文化財秋田鉱山事務所会議資料、2020.2

6. 田村雅紀，仕上げ，建築仕上げ材としての機能・性能が評価されるまでの道のり，建材試験情報 Vol.55,pp.2-7, 2019.9

7. 田村雅紀，建材への道のり，第8回，ガラス編，建材試験情報 Vol.55,pp.34-36, 2019.11

8. 田村雅紀,マンションの維持保全と非破壊検査技術,空気調和衛生工学, 第93巻第9号,pp.59-66,2019.9

9. 田村雅紀・村上正浩・金山直司・新藤淳　新宿副都心のエリア防災に活用するドローン技術・システムコンクリート工学　Vol.57, No.9，pp.726-731, 2019年9月号
10. 田村雅紀，建材への道のり，第7回，石膏編，建材試験情報 Vol.55,pp.40-42, 2019.3
11. 久田嘉章：地表地震断層の断層変位による建築被害と対策、日本建築学会大会（北陸）・基礎構造部門―パネルディスカッション資料, pp.51-70, 2019.
12. 久田嘉章：長周期地震動と高層建築の対策、気象年鑑（2019年版）、気象業務支援センター、pp.9-16、2019
招待講演
1. 西川豊宏：太陽光発電システムが設置された中規模事務所建物の防災拠点化に関する調査研究〔学会賞受賞講演〕, 空気調和・衛生工学会大会（札幌）,2019.9.19
2. 久田嘉章: 過去から学び、首都直下地震に備える建物・まちの対策、「首都圏での大地震時のリスク－地盤・建物の被害は？ 災害時の法的対策は？－ 主催：日本建築学会 災害委員会（市民講座WG）」、第24回震災対策技術展（横浜）、2020.2.6.

3. 久田嘉章: 首都圏で想定される震災等による複合災害とレジリエントな防災・減災対策、第24回震災対策技術展（横浜）、2020.2.6. 
4. 久田嘉章: 想定外災害とレジリエンス性能を考慮した建物・地域の対策、公益財団法人鉄道総合技術研究所鉄道地震工学研究センター、第６回Annual Meeting、2019.12.6. 
5. 久田嘉章:サイトスペシフィック地震動の作成、「耐震設計集中講座（高圧ガス保安協会）」、2019.11.26.

6. 久田嘉章:南海トラフ巨大地震と防災対策ー海溝型巨大地震と活断層帯地震による強震動・断層変位とその対策ー、ビューローベリタス 名古屋駅前事務所、2019.11.22.
7. 久田嘉章:断層近傍の建物の設計、日本建設業連合会 耐震専門部会講演会、2019.10.30.
8. 久田嘉章:逃げる必要のない建物とまちを目指して～自助・共助のためにできること～、「耐震フォーラム（東京都）、東京都議会議事堂１階 都民ホール、2019.10.25.
9. 久田嘉章、村上正浩，栗山章，松本唯，宮内佑也：長周期地震動を考慮した超高層建築の応答・被害予測と対応支援システムの開発、「長周期地震動—その生成から構造物の応答、社会の対応まで—（日本地震学会・地震工学会 合同セッション、京都大学）」大会、2019.9.18.
10. 久田嘉章:地表地震断層の断層変位による建築被害と対策、「想定外の自然災害に対して建築基礎構造はどう向き合うべきか？（日本建築学会大会（北陸）・基礎構造部門―パネルディスカッション）」, 2019.9.4.
11. 久田嘉章:2016年熊本地震の地表地震断層の近傍における建物の被害調査と推定される強震動特性、第1回浅部断層モデル化研究会（東京大学地震研究所）、2019.7.30.
12. 久田嘉章:フリングステップの計算手法、および、2016年熊本地震の活断層近傍の強震動と断層ズレによる建物被害の特徴と対策、強震動予測手法高度化のための研究会（地域盤環境研究所 地震防災・解析グループ、大阪・国民会館）、2019.4.8.
口頭発表

1. 蕪木大河, 中西真子, 山下哲郎, 久田嘉章, 既存超高層建築のH 形鋼ブレースの地震時損傷評価, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅲ pp.931-932）, 2019年9月
2. 中西真子, 久田嘉章, 山下哲郎, 既存超高層建築のリスク評価手法を用いた制振補強による費用対効果に関する研究, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅱ pp.867-868）, 2019年9月
3. 石黒翔生, 山下哲郎, 大空間オフィスで用いられるシステムライン天井のユニット振動台実験, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.1011-1012）, 2019年9月
4. 伊藤賢治, 縄田舜, 山下哲郎, せん断が支配的な置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その2　支承耐力の推定モデル, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.847-848）, 2019年9月
5. 縄田舜, 伊藤賢治, 山下哲郎, せん断が支配的な置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その1　実験概要と小変形域における耐力評価, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.845-846）, 2019年9月
6. 岸澤竜之介, 寺澤友貴, 松井良太, 竹内徹, 実石明, 小西克尚, 山田哲, 山下哲郎, 石原直, 長谷川隆, 異なる耐震設計法を用いた鉄骨置屋根体育館における屋根トラス部材の損傷評価, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.835-836）, 2019年9月
7. 山下哲郎, 建物の振動特性を考慮した大規模庇の地震応答評価　その2　L 字型2 自由度系モデルを用いた応答推定, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.821-822）, 2019年9月
8. 畠山尚子, 年縄巧, 山下哲郎, 鉄骨空間構造物の二次部材（母屋）にかかる仕上げ材の剛性を考慮した振動解析, 2019年度日本建築学会大会（北陸）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.797-798）, 2019年9月
9. 大山 優、田村雅紀、阿部道彦,長期保存コンクリートと促進中性化したコンクリートの中性化影響の比較1006 2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

10. 大友哲朗、田村雅紀、大山 優、阿部道彦, 低品質な砕石を使用したコンクリートの長期性状に関する研究，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

11. 佐藤みのり、田村雅紀,漆喰仕上げ部の塗重ねによる長期耐用に向けた力学特性及び吸水特性への影響，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

12. 櫻田華子、田村雅紀、鈴木澄江,近現代歴史的建造物のタイル仕上げ補修・改修工法の選定システムの提案，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

13. 岩辺孝幸,田村雅紀、金山直司、新藤 淳,都市建築と市街・地域部におけるドローンを活用した被災度判定技術の検討，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

14. 羽山 建、小野良寛、前橋 誠、田村雅紀、近藤舞雪, 軽量鉄骨下地間仕切り壁の改修工事における環境配慮手法の提案その1 消音標準化工法の特性分析，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

15. 近藤舞雪、田村雅紀、羽山 建、小野良寛、前橋 誠, 軽量鉄骨下地間仕切り壁の改修工事における環境配慮手法の提案その2 改修時ランナー接着貼り工法の選定，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

16. 乙幡祐平、田村雅紀、三條場信幸、小林良太郎,外壁タイル剥離診断に向けた標準化仕上げ材料による打診時反発音の周波数特性分析，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

17. 川端大輝、田村雅紀、相山明大、岡田幸三、小野芳樹、堀 幸作、高本修一, 繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究 その3タイル張り面への外部作用による影響，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

18. 岡健太郎、伊藤智之、佐藤俊哉、田村雅紀、品質信頼性の観点で見た建築用目地ガスケットの性能評価に関する研究 その1 目地ガスケットの品質の考え方と過去の供給動向，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

19. 二見絵理香、田村雅紀、東南アジア地域における組積造住宅外壁表面のアブラヤシ繊維混入モルタルによる補強効果に関する研究、2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

20. 原田勇輔,田村雅紀,劣化木材の非破壊性能評価手法と補修技術の検討，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3
21. 乙幡祐平・田村雅紀,タイル張り試験体における弾性波速度比と付着強度の関係、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

22. 大山優・阿部道彦・田村雅紀、コンクリートの中性化による質量変化および収縮の挙動に関する実験（その 2）、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

23. 田村雅紀・相山明大・岡田幸三・堀幸作・高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究　その 1　工法の概要と使用材料の透湿性能評価、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

24. 小野芳樹・相山明大・牧野萌子・田村雅紀・川端大輝・鈴木秋人・岡田幸三・ 堀幸作・高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究　その 2　ゼロスパンテンション試験およびせん断試験、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

25. 川端大輝・相山明大・田村雅紀・岡田幸三・堀幸作・高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究　その 3　曲げせん断梁試験および落球衝撃試験、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

26. 牧野萌子・相山明大・小野芳樹・田村雅紀・川端大輝・鈴木秋人・岡田幸三・ 堀幸作・高本修一繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究　その 4　繊維シートとビスによる外断熱部の躯体への付着抵抗性、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

27. 相山明大・牧野萌子・田村雅紀・川端大輝・鈴木秋人・岡田幸三・堀幸作・高本修一繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究　その 5　タイル - 断熱材間の引張接着性評価、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

28. 内藤真弘・下地啓太・田村雅紀・奈良利男,木質建材へのアクリルシリコン系透明保護塗材仕上げによる耐久性向上の研究 その 1　退色劣化防止試験の提案、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

29. 下地啓太・内藤真弘・田村雅紀・ 奈良利男,木質建材へのアクリルシリコン系透明保護塗材仕上げによる耐久性向上の研究 その 2　屋外曝露試験結果、2019年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2019.9

30. 川端大輝,相山明大・小野芳樹・岡田幸三,田村雅紀,堀幸作,,高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究その１ 繊維シートとビスによる外断熱部の躯体面への付着抵抗性,2019年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2019.10

31. 相山明大,小野芳樹・岡田幸三,川端大輝,田村雅紀,堀幸作,高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究その２　タイル-断熱材間の引張接着性評価,2019年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2019.10

32. 小野芳樹,相山明大・岡田幸三,川端大輝,田村雅紀,堀幸作,高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究その３　ゼロスパンテンション試験およびせん断試験による性能評価,2019年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2019.10

33. 田村雅紀,土田健太,漆喰仕上げ土壁建築における漆喰面剥離現象の検証,2019年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2019.10

34. 乙幡祐平, 田村雅紀,各種の?離状態を模擬したタイル張り試験体の弾性波速度比と付着強度の関係,2019年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2019.10

35. 大山優, 田村雅紀・阿部道彦,コンクリート仕上げ部を想定した中性化による質量・収縮の変化,2019年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2019.10

36. 北畠佳鈴、田村雅紀、内藤真弘、久保田信二、奈良利男,表面透明保護塗膜を施した不燃処理木材を含む各種木材における経年変化抑制技術，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3

37. 田村雅紀,小清水基貴,後藤治,小林直弘,郷岡将平,高橋佳彦,村田眞志,池亀主則,堀田博文,堀内智,松山賢,高粘度液体を含浸させた建材用各種木材の燃焼抑制効果と炭化形態保持性,平成31年度日本火災学会研究発表会梗概集, 2019.5

38. 田村雅紀、川村順平、村上正浩、金山直司、新藤 敦，新宿副都心のエリア防災に活用するドローン技術・システム，第３回建築ドローンシンポジウム，平常時から災害時までのドローン活用最前線，日本建築学会災害委員会，材料施工委員会，2019

39. 赤坂昌哉,西川豊宏,山崎竜士：中規模事務所ビルにおける給排水設備のＢＣＰ対策，空気調和・衛生工学会大会（札幌）， 2019.9.19
40. 田中信也、久田嘉章：2014年長野県北部の地震を対象にした地表地震断層近傍における断層変位を含む地震動評価、日本地震学会（京都大学）、2019.

41. 若目田美冴、加地正明、川野翼、久田嘉章、村上正浩：長周期地震動の予測情報に関する実証実験への取り組みー高層ビルごとの周期別階級表示ツール開発ー、日本地震工学会（京都大学）、2019.
42. 桐生拓実、田中信也、久田嘉章：地表地震断層近傍における長周期成分の評価を目的とした震源モデルの1999年コジャエリ地震への適用性、日本建築学会（北陸）、2019.

43. 佐藤右樹、田中信也、久田嘉章：円形断層モデルに基づく静的変位解を永久変位の予測式　その1 横ずれ断層を対象とした断層平行成分の評価、日本建築学会（北陸）、2019.
44. 田中信也、佐藤右樹、久田嘉章：円形断層モデルに基づく静的変位解を永久変位の予測式　その2 2016年熊本地震における永久変位お再現、日本建築学会（北陸）、2019.

45. 井上佳那子、久田嘉章：長周期地震動による超高層建築の応対・損傷予測と対応と対応支援システムの開発と利活用　その1 長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測アプリ「びるゆれコール」の開発、日本建築学会（北陸）、2019.

46. 久田嘉章: 免震設計部会入力地震動小委員会の活動、「JSSI 第8回技術報告会」、2019.
47. Hisada, Y.: What Is Fling Step? - Its Physics, Theoretical Simulation Method and Applications to Strong Ground Motion Near Surface Fault, 2019 SSA Annual Meeting (Seattle), 2019.

48. Tanaka, S., Hisada, Y.: Characterized Fault Model for Prediction of Long-Period Ground Motions Containing Permanent Displacement in the Near-Fault Region.
外部資金の獲得

1. 山下哲郎、文部科学省・科研費・基盤A一般／平成28～32 年度／1,300 千円（1,000 千円）、吊り天井システムの地震時の損傷発生機構とその被害軽減方法に関する研究 (研究代表者：東京工業大学　元結正次郎）
2. 田村雅紀／2019年度／100 千円、湿式外断熱タイル張り工法(研究代表者)，株式会社ツヅキ，技術指導

3. 田村雅紀、2019年度／300千円，株式会社セブンケミカル，企業技術指導

4. 田村雅紀、2019年度／200千円，NPO法人外装エコロジーシステム，研究寄付

5. 田村雅紀、2019年度／2138千円，丸高工業，共同研究

6. 田村雅紀、2019年度／1080千円，フッコー，共同研究

7. 田村雅紀、2019年度／1050千円，ノザワ，日本発条，大鳳，共同研究

8. 田村雅紀、2019年度／2200千円，FBSミヤマ，非破壊検査機器，共同研究

9. 後藤治，田村雅紀ほか／2019年度 ／960千円，消防防災科学技術研究推進制度ほか

10. 西川豊宏、科学研究費・基盤研究（Ｃ）、2019年度～2021年度、都市建築の持続可能な水循環を実現するための雨水活用に関する研究、研究代表者

11. 西川豊宏、科学研究費・基盤研究（Ａ）、2019-2020年度、吊り天井システムの地震時の損傷発生機構とその被害軽減方法に関する研究、研究分担者
12. 久田嘉章、村上正浩：長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測と対応支援システムの開発(研究代表者）、「長周期地震動に関する観測・予測情報の利活用技術開発に関する研究（防災科学技術研究所公募研究）」／2018-2020年度／3,000千円(2019年度分)
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 田村雅紀、2019年イノベーションジャパン  透明保護膜仕上げが施された木造建物によるインフラ構築と防災拠点的価値の創出、（出典・展示）、2019.8東京ビックサイト
2. 久田嘉章：読売新聞「倒れない木造」にて、新基準、建築基準法についてコメント、2020.1.17. 
3. 久田嘉章：日本経済新聞「超高層、この階の揺れは？　巨大地震で予測アプリ」にて、本学で開発した長周期地震動に対応した高層建物向け防災アプリ「びるゆれコール」を紹介、2019.10.28. 

4. 久田嘉章：日本経済新聞NIKKEIプラス1「くらし探検隊・避難路歩き気づくリスク」にて、コメント、2019.8.10. 

5. 久田嘉章：朝日新聞DIGITAL　瓦落下や墓石倒壊の被害目立つ「短周期の揺れ」影響か　新潟県村上市の地震についてコメント、2019.6.19. 

特許出願

１．特願2019-239408不燃木材、不燃木材の製造方法、及び木材を含む構造物の不燃化方法
　　発明者：田村雅紀　内藤真弘　久保田信二　島袋省三　奈良利男2019/12/27


２．特願2020-026424外装タイルの劣化性状診断方法及び劣化性状診断装置　
　　発明者：田村雅紀，三條場信幸2020/2/19

輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
博士

1. 田中信也、地表地震断層近傍の強震動予測手法の開発と工学的利活用に関する研究（主査：久田嘉章）、2020.3.2.
修士6名　学士36名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
1. 山下哲郎、2019年度日本建築学会大会　構造部門（シェル・空間構造）若手優秀発表賞を受賞（受賞者：石黒翔貴、伊藤賢治）

2. 山下哲郎、システムライン天井の振動台実験（2019/11-12）
3. 山下哲郎、システムトラス置屋根体育館支承部の実験（2019/10-11）
4. 西川豊宏、令和元年度空気調和・衛生工学会大会　優秀講演奨励賞を受賞（受賞者：赤坂昌哉、「中規模事務所ビルにおける給排水設備のＢＣＰ対策」）、2019年10月25日
5. 西川豊宏、第44回水環境シンポジウム「自然災害によるライフライン途絶時に求められる建築設備機能について考える」、日本建築学会　環境工学委員会　水環境運営委員会　給排水設備の災害レジリエンス調査小委員会（主査：西川豊宏）2019.5.24 
6. 久田嘉章、日本地震学会・日本地震工学会 特別合同セッション「長周期地震動—その生成から構造物の応答、社会の対応まで—」共同コンビーナ（京都大学）、2019.9.18.
7. 久田嘉章、2018年一般社団法人日本免震構造協会 優秀修士論文賞を受賞（受賞者：中西真子）
8. 久田嘉章、2019年度日本建築学会大会　構造部門（振動）若手優秀発表賞を受賞（受賞者：桐生拓実）

9. 久田嘉章、ISAT-18 で「Excellent Oral Paper Presentation Award」を受賞（受賞者：桐生拓実）
